
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 29 年 8月 15日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

■7月年代別ドナー登録者数(現在数) 
10代      4,188人 
20代   70,608人 
30代     138,939人 
40代     203,316人 
50代     58,555人 

■7月の 20歳未満の登録者   431人 
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■7月の区分別ドナー登録者数： 献血ルーム／781人、献血併行型集団登録会／2,160人、集団登録会／33人、その他／38人 

■7月末までの末梢血幹細胞移植(PBSCT)累計数：338件          注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

 

 6月 7月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,805 3,012 475,606 707,755 

患者登録者数 251 245 3,648 51,593 

移 植 例 数 122 100 ― 20,969 
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「2017子ども霞が関見学デー」にブース出展 

8月 2日（火）、3日（水）の 2日間、子どもたちに向けたお仕事体験イベントが霞が関の各府省

庁で開催されました。骨髄バンクは今年もさい帯血バンクとの合同ブースを出展。マネキンを使用

して子どもたちに採取・移植の擬似体験をしてもらい、体験終了後には白衣を着た子どもたちの写

真シールをプレゼントしました。楽しみながら造血幹細胞移植についての理解を深めてもらいました。 

3 「ダンロップ・スリクソン福島オープン」で骨髄バンク PRと募金活動 

8月 3日、新潟市の繁華街で「にいがた骨髄バンク応援団」など県内 3つのボランティア団体が

骨髄バンク協力の呼びかけを行いました。応援にかけつけた米山県知事は、近くの献血ルームでド

ナー登録を行いました。泉田前知事も在任中の平成 25年にドナー登録をしており、県知事が率先し

て骨髄バンク登録推進に取り組んでいます。 

また、平成 23年 4月ボランティア団体等の働きかけにより、全国で初めて新潟県加茂市で導入

されたドナー助成制度は、これを端緒に各地へ広がり、新たに 8月から東京都練馬区でもスタート

しました。東京都では 24市区で導入されており、全国で導入された自治体は 311市区町村になり

ます。助成内容は各自治体によって異なりますので、直接お問い合わせください（ホームページに

問い合わせ一覧を掲載しています）。 

 「ダンロップ・スリクソン福島オープン」が 7/29 と 30 の 2 日間、グランディ那須白河ゴルフクラ

ブ（福島県西白河郡）で開催され、骨髄バンクの PRと募金活動を実施しました。東日本大震災復興の

ため平成 25年から始まり、今年で 4回を数えます。トーナメントのオフィシャルパートナーで骨髄バ

ンクを支援するアイランド薬局様により、コッコとズーズのイラスト入り団扇を作成していただき、

福島県のボランティア等のご協力で 1500枚が配られました。また骨髄バンク、アイランド薬局のテン

トも設けられ、募金活動や青汁の試飲も行われました。表彰式ではアイランド薬局を展開するアポロ

メディカルホールディングス株式会社の我妻会長より、優勝した宮本プロに副賞（長命草青汁１年

分）が贈られました。ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。 

日本骨髄バンクの現状（平成 29 年 7 月末現在） 
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地方自治体の動き ～新潟県知事ドナー登録、東京都練馬区で助成制度開始～ 

骨髄バンク推進全国大会 2017を 9月 16日に栃木県小山市で開催します。（詳細は HPで） 
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今年度、下記の地域においてコーディネーター養成研修を行います。社会貢献の機会として活動

していただける方を募集します。コーディネーターの活動に興味をお持ちいただける方がいらっ

しゃいましたら、ぜひご応募のお声掛けをお願いします。 

「募集要項」はホームページをご覧ください。 

 ＊HOME ＞ お知らせ ＞ 平成 29年度コーディネーター養成研修会受講者募集のお知らせ 
 

＜募集概要＞ 
 

■募集地域（以下の地域で活動できる方） 

東北地区 ：青森、山形、宮城、福島 

関東地区 ：新潟、群馬、茨城 

中四国地区：鳥取、島根、山口 

九州地区 ：長崎、熊本、福岡（北九州）   
 

■募集人数 

  各地域とも若干名 
 

■研修期間 

  平成 29年 11月～平成 30年 3月 
 

■応募資格 

原則 25歳以上の健康な方で、骨髄バンク事業を理解しコーディネート業務に時間と労力を割

くことできる方。ただし、骨髄・末梢血幹細胞移植適応患者やその家族、または特定の患者

の支援活動をしている方は除きます。 
 

■応募締切 

  平成 29年 10月 10日（火）必着 

＊書類選考と電話面接を経て受講者を決定します。 

平成 29 年 8月 15日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

◆会議の傍聴をご希望の方は、事前に当法人総務部までお申し込みください。 

会議名 公開・非公開 開催予定 

臨時理事会 公開・一部非公開 9月15日（金）17時半～19時半 廣瀬第2ビル地下会議室 

業務執行会議 公開・一部非公開 10月23日（月）17時半～19時半 廣瀬第2ビル地下会議室 

 

5 当法人の会議等開催予定 

 

4 コーディネーター募集のお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

以下は、医師およびコーディネーターの皆さまを対象としています。 

コーディネート関係者のコーナー 
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骨髄採取後に尿道損傷を認め退院後再出血した事例について 

骨髄採取後に尿道損傷を認め退院後再出血した事例が報告され、7 月 25 日に全国の認定施設に対

して緊急安全情報を発出し、翌 26日に報道発表を行いました。 

当該事例に関して、調整医師の先生には「ドナーのためのハンドブック」において事例追加の説

明をご対応いただきますようお願いします。詳細は別紙をご確認ください。 

平成 29 年 8月 15日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

平成 30 年度より、非血縁者間骨髄採取施設認定基準の一部が変更されます。これに伴い、来年度

の年次調査は新基準に準じた調査を実施するため、各認定施設において事務手続き等に支障が生じ

ないよう、7 月 26 日に各骨髄採取認定施設に対して、事前に調査内容をご案内しました。再度ご確

認いただきますようお願いします。 

※来年度の年次調査関連書類は、来年 1月上旬に各骨髄採取認定施設にお送りします。 
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一般社団法人日本造血細胞移植学会における移植施設認定（手続きのお願い） 

＜移植医師の方へ＞  

 平成 30 年 3 月末までに一般社団法人日本造血細胞移植学会（ＪＳＨＣＴ）が定めた認定基準で認定

を受けていない移植診療科は、平成 30 年 4 月以降、臍帯血移植を含む非血縁者間造血幹細胞移植

は実施不可となります。認定申請の最終締め切りは本年 12 月末です。まだ手続きが済んでいない

診療科は速やかにご対応ください。詳細はＪＳＨＣＴホームページをご参照ください。 

http://www.jshct.com/organization/shisetsu_kijun.shtml 

7 非血縁者間骨髄採取施設の年次調査(旧：認定更新調査)について  
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非血縁者間末梢血幹細胞採取ドナーの尿酸高値に伴う予防・治療的投薬について 

非血縁者間末梢血幹細胞採取の実施にあたり、採取施設より術前健診時に尿酸値が高値(ＪＭＤＰ基

準内)であった場合、予防・治療的投薬の可否について検討依頼がありました。 

これを受け、ドナー安全委員会において、非血縁者間末梢血幹細胞採取ドナーの尿酸高値に伴う

予防・治療的投薬について検討しました。詳細は別紙をご確認ください。  



 

平成 29 年 8月 15日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 
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「重症 GVHDと生存に関与する不適合 HLA型の組み合わせ」について ＜医師の方へ＞ 
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平成 29年度コーディネーターブラッシュアップ研修会について 

＜コーディネーターの方へ＞ 

これまで、移植医師が選定したドナーが「重症 GVHD と生存に関与する不適合 HLA 型の組み合わ

せ」（＊下記参照）に該当した場合は、念のため当法人から移植医師に対して「当該ドナーで選定

手続きを進めてよいか」の確認を随時電話で行っていました。 

これは、もし意図しないドナーだった場合に、他のドナーを選定し直すと、ドナーに無用な負担

をかけたり、患者にとって移植までの期間が長くなったりするリスクを避けるためです。 

しかし、ドナー選定時には、他の条件（ドナー体重、Hb 値、血液型、年齢、移植可能時期等）も

併せて総合的に判断されており、状況によっては上記組み合わせに該当するドナーも選定されてい

る場合があることから、今後は電話での確認を行いませんのでご了承ください。 

＊HOME ＞ 医師の方へ ＞ 患者主治医の方へ ＞ HLAに関する資料集(P.14)参照 

今年度、コーディネーターブラッシュアップ研修会を下記の日程で開催する予定です。詳細は

追ってお知らせします。 

■日程および開催地 

＜1 日目＞ 平成 30 年 2 月 17 日（土）日本教育会館（東京都千代田区） 

＜2 日目＞ 平成 30 年 2 月 18 日（日）連合会館（東京都千代田区） 
4 
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「DLI 100 日後報告」のＴＲＵＭＰ 一括管理について ＜移植医師の方へ＞ 

これまで「DLI 100 日後報告」は、書面での報告としていましたが、今後は「骨髄・末梢血幹細

胞移植 100 日後報告」と同様にＴＲＵＭＰに一本化することになりました。この運用は、平成 29 年 4

月以降の DLI実施分から開始されています。 

対象症例については、診療科責任医師（ＪＳＨＣＴ認定）または連絡責任医師（ＪＭＤＰ認定）あて

に別途 FAXでご連絡します。 

なお、これまでの医療委員会による DLI解析結果はホームページをご参照ください。 

＊HOME ＞ 医師の方へ ＞ 患者主治医の方へ ＞ 解析結果など医療情報 ＞ 各種解析結果 
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造血幹細胞の凍結申請事例報告について 

これまで、20 例の造血幹細胞の凍結申請に関して報告しましたが、昨年 4 月から本年 3 月までの

1年間で新たに 3例の凍結申請がありました。詳細はホームページをご参照ください。 

＊HOME ＞ 医師の方へ ＞ 医師宛通知文【患者主治医向け】＞ 造血幹細胞の凍結申請 事例報告 


